
（別紙３）

～ 2026年3月31日

（対象者数） 24 （回答者数）
10

～ 2026年3月31日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

進路支援や社会性支援に関する取り組みをさらに充実させる

とともに、学校・相談支援事業所等との連携強化を進めてい

く。

また、中高生世代に適した活動プログラムの充実を図ってい

く。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

定期的な振り返りや職員間共有を継続し、支援内容の改善を

図っていく。

また、保護者アンケートや関係機関との情報共有を通して、

より良い支援体制づくりを進めていく。

中高生世代を中心に、学習支援・生活支援・進路支援を組み合

わせた支援を行っている点が強みである。

個々の特性や課題に応じて、自己管理や将来の自立も見据えた

支援を実施している。

学習支援だけでなく、スケジュール管理やコミュニケーション

支援等も取り入れ、一人ひとりに応じた支援を行っている。

また、ICT教材や支援ソフトを活用し、職員間・保護者間での

情報共有を行っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

開所直後であり、地域との連携や活動体制については構築途中

の部分がある。

また、利用者ごとのニーズ把握や支援体制についても、継続的

な調整が必要である。

開所初年度であり、利用開始からの期間が短いため、活動実績

や地域連携の蓄積がまだ十分ではないことが要因である。

また、中高生世代特有の多様なニーズに対応するため、支援内

容の整理・検証を進めている段階である。

2026年3月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年5月1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 のびるnext

○保護者評価実施期間
2026年3月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


